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【緒⾔】 
本研究プロジェクトは、「新しい持続可能な⾼
分⼦材料の開発」を⽬的にプロジェクトを推進
する。特に材料設計において、架橋設計に注⽬
し、周囲の環境に調和し、応答する材料の創製お
よび資源循環の実現を⽬指す。 
【可動性架橋を⽤いた再利⽤可能な粘着材料】 
化学架橋の代わりに可動性架橋を導⼊するこ
とで、粘着剤としての実⽤強度と溶剤への溶解
を両⽴することに成功した。アセチル化 βCDモ
ノマー(TAcβCD)とEthyl acrylate(EA)からなる可
動性架橋粘着剤(M-PEA-TAcβCD，図 3a)は、溶
媒に溶解し、乾燥して再利⽤が可能であった。再
形成を繰り返すことが可能な新規のリサイクル
粘着剤を創製した(図 3b)。 
【光刺激応答性の易解体接着材料】 
可動性架橋⾼分⼦材料に UV 照射により酸を
発⽣させる光酸発⽣剤を混合することで、光刺
激により架橋点を切断可能な⾼分⼦材料を作製
した。EAと酸分解性の結合を有するアセチル化
γCD モノマー(TAcγCD)を光酸発⽣剤(PAG)の存
在下で塊状重合することで、光分解性可動性架
橋材料(PEA-TAcγCD/PAG)を得た(図 4a)。PEA-
TAcγCD/PAG を同種または異種基板の接着に応
⽤し、UV照射で接着強度を低下させることに成
功した(図 4b, 4c)。可動性架橋の導⼊および光
刺激で切断することにより、⾼い接着安定性と
易解体性の両⽴を達成した。 
【参考⽂献】 
1. Kosaba, S.; Ikura, R.; Yamaoka, K.; Takashima, 

Y.; et al., ACS Appl. Mater. Interfaces 2024, 16, 
25393-25403. 

2. Matsumura, Y.; Yamaoka, K.; Ikura, R.; 
Takashima, Y.; et al., ACS Appl. Mater. 
Interfaces 2025, Accepted. 

 
図 1．M-PEA-CD-TAcβCDの(a)化学構造
および(b)リサイクル粘着特性． 
 

 
図 2．(a)PEA-TAcγCD/PAGの分解機構と 
(b)易解体接着の概念図および (c) UV 照
射前後の接着強度の変化. 
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⼩鯖 翔, 以倉 崚平, ⼭岡賢司, 荒井 隆⾏, 髙島 義徳 
第 73回⾼分⼦討論会 
2024 年 9 ⽉ 25 ⽇ ‒ 27 ⽇ 
新潟⼤学五⼗嵐キャンパス 
 
可逆性架橋ゲルの⾃⼰修復性と粘弾性に及ぼす溶媒組成の効果 
⼭岡 賢司, 以倉 崚平, ⼤崎 基史, ⽩川 瑛規, ⾼橋 和也, ⾼橋 宏明, 髙島 義徳 
⽇本レオロジー学会第 17回⻄⽇本⽀部学⽣ワークショップ 
2024 年 10 ⽉ 16 ⽇  
⼭形テルサ 
 
可逆性架橋ゲルの⾃⼰修復性と粘弾性に及ぼす溶媒組成の効果 
⼭岡 賢司, 以倉 崚平, ⼤崎 基史, ⽩川 瑛規, ⾼橋 和也, ⾼橋 宏明, 髙島 義徳 
第 72回レオロジー討論会 
2024 年 10 ⽉ 17 ⽇ ‒ 18 ⽇ 
 
強靭でリサイクル可能な可動架橋型アクリル粘着エラストマーの開発 
⼩鯖 翔, 以倉 崚平, ⼭岡 賢司, 荒井 隆⾏, 髙島 義徳 
第 33回ポリマー材料フォーラム 
2024 年 11 ⽉ 14 ⽇ ‒ 15 ⽇ 
みやこめっせ 
 
Preparation of acid-degradable movable cross-linked elastomer 
Yusei Matsumura, Kenji Yamaoka, Ryohei Ikura, Yoshinori Takashima 
第 35回エラストマー討論会 
2024 年 12 ⽉ 3 ⽇ ‒ 4 ⽇ 
⼤阪⼤学 中之島センター 
 
Ⅳ 著書 
該当なし 
 
Ⅴ 受賞と知的財産 
特許名称：⾼分⼦複合材料 
発明者：髙島 義徳, 原⽥ 明, ⼤崎 基史, ⾼橋 賢作, 朴 峻秀 



出願⼈：国⽴法⼈⼤阪⼤学 
出願番号：特許第 7466897 号 09 
出願⽇：2024 年 4 ⽉ 5 ⽇ 
 
特許名称：複合構造体、複合体の製造⽅法、成形体および成形体の製造⽅法 
発明者：奈良 早織，東⽥ 和樹, ⾼島 義徳、朴 峻秀， 以倉 崚平 
出願⼈：DIC 株式会社, 国⽴⼤学法⼈⼤阪⼤学 
出願番号：特開 2024-78041 
出願⽇：2024 年 6 ⽉ 10 ⽇ 
 
特許名称：複合ポリマー材料及びその製造⽅法並びに光学材料 
発明者：⾼島 義徳, 朴 峻秀, 以倉 崚平, 中川 秀夫, 五⼗嵐 実, 加藤 野歩, ⻲井 正直, ⼩倉 健太
郎 
出願⼈：国⽴法⼈⼤阪⼤学, 信越化学⼯業株式会社 
出願番号：特開 2024-86421 
出願⽇：2024 年 6 ⽉ 27 ⽇ 
 
特許名称：粘着剤、粘着シート、組成物および化合物 
発明者：⼩鯖翔，荒井隆⾏，⾼島義徳，以倉崚平，⼭岡賢司，銭韵鵬 
出願⼈：国⽴法⼈⼤阪⼤学, リンテック株式会社 
出願番号：特開 2024-150293 
出願⽇：2024 年 7 ⽉ 21 ⽇ 
 
 
Ⅵ その他研究業績、発表⽂献 
以倉崚平, Zhou Xin, ⼭岡賢司, 髙島義徳 
可動性架橋と⽔素結合を組み合わせたポリウレタン材料の相乗的⼒学特性 
ポリウレタンの材料設計、環境負荷低減と応⽤事例（技術情報協会）2024, 第 3章, 第 3節 
(ISBN:978-4-86798-029-3) 
 
⼭岡賢司, ⼭下尚輝, 以倉崚平, 髙島義徳 
超分⼦ネットワーク構造を利⽤した強靭性・⾃⼰修復機能材料の創製（Design of Self-
healing and Tough Materials Using Supramolecular Network Structures） 
オレオサイエンス 2024 年 24巻第 3 号 p.111-118『超分⼦が創る新価値』(公益社団法⼈ 
⽇本油化学会) 2024, 24, 111-118. 
 
髙島義徳 
環境調和型機能性⾼分⼦材料の開発動向〜⽔と⾼分⼦の切っても切れない関係〜 
FRC談話会で講演 
2024 年 3 ⽉ 13 ⽇ 
⼤阪⼤学(豊中キャンパス) 
 

https://www.gijutu.co.jp/doc/b_2259.htm
https://www.jstage.jst.go.jp/article/oleoscience/24/3/24_111/_article/-char/ja
https://www.jstage.jst.go.jp/article/oleoscience/24/3/24_111/_article/-char/ja
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